
 
岐阜県固 定資産評価審議 会議事 録  

 
 
１  開催 日時  
   令 和２年 １１月２ ４日（火）  午前１０時００分～午 前１０時２５分  
 
２  開催 場所  
   Ｏ ＫＢふ れあい会 館第１棟４階  特別会議室  
 
３  出席 委員（ 敬称略）  計１０名  

櫻井   宏委員（会長）   髙井  哲郎委員（会長職務代理 者）  

瀬川  順 子委員   宇佐 美  泉委員   佐々木直子委員   片山恵津子委員  

鈴木  房 芳委員   本多  洋一委員（代理：次席登記官  加 藤伸也）     

中本  一 美委員（代理： 岐阜市財務部次長  中島克巳）   田中  久晴委員  
 
４  欠席 委員（ 敬称略）  

 東   俊之委 員   二 神  律 子委員    
 
５  事務 局  
   村 田市町 村課長   曽我税政係長   國枝主査  
 
６  議題  
 （１） 諮問事 項  
     市町 村におけ る令和３年度分の基準地価格につい て  
 
７  市町 村課長 挨拶  
       開会に先 立ち 、市町 村課長 が出席のお礼及 び議題の概要について述べ、  

挨拶とし た。  

 
８  審議 会  
 （１） 審議会 の成立（ 曽我税政係長）  
     事 務 局 が委員 １ ０名 の 出 席 に よ り 、 審 議会 が 有 効に 成立し て い る こ と を 報

告した。  
 
 （２） 会長職 務代理者 の指名  
       会 長 の 職 務代 理 者 の 指 名につ いては、 櫻井会 長 が 髙 井委員を 会長職 務代理

者に指名 した。  

     髙井 委員は了 承。  
 
 （３） 議事進 行  
     櫻井 会長が議 事に入る旨を述べ、事務局に諮問事 項の説明を求めた。  
 
 （４） 議事説 明（曽我 税政係長）  
     議案 及び説明 資料に基づき、次の事項について説 明した。  
 
      ①  固定資 産税制度の概 要  
 

 固 定資 産税 は、 土地 、 家 屋、 償 却 資 産 が 課税 客 体と なっ てい るが、 膨 大 な

量 の 土地 、家 屋に つい て 、 毎年 度 評 価 額 を 見直 す こと は、 実務 上不可 能 で あ

る こ とか ら、 土地 、家 屋 に つい て は 評 価 額 を３ 年 間据 え置 く制 度がと ら れ て

いる。  



 本 日の 審議 事項 の基 準 地 価格 は 、 市 町 村 がす べ ての 土地 の評 価を行 う た め

の 、 「物 差し 」と して 機 能 する も の で あ り 、各 市 町村 の評 価の 均衡を 考 慮 し

て、総務 大臣及び都道府 県知事が所要の調整を行うこととな っている。  
 宅 地に つい ては 、平 成 ９ 年度 税 制 改 正 以 後、 地 価の 下落 に応 じて修 正 す る

措 置 が講 じら れて おり 、 令 和３ 年 度 分 の 基 準地 価 格に おい ても 、地価 の 下 落

が 続 いて いる こと から 、 令 和２ 年 １ 月 １ 日 から ７ 月１ 日ま での 半年間 の 下 落

状況に応 じて、市町村長 が修正を行うことができるものであ る。  
 
   ⑤  評価 替えのス ケジュール  
 
     ９ 月 １ １日に 総 務省 の 地 方 財 政 審 議 会 ・固 定 資 産評 価分科 会 に お い て 、 総

務 省 が 調 整 した 指 定 市 町 村 に 係 る 基 準 地 価 格 が 報 告 され た。 本 日審議 い た だ

い て い る 基 準地 価 格 に つ い て は 、 国 の 固 定 資 産 評 価 基準 の一 部 改正が な さ れ

て お り 、 答 申を い た だ い た 後 、 市 町 村 長 へ 通 知 し 、 市町 村長 は これを 基 準 と

して全て の課税 土地の評 価を行う。  
     こ の 後 、指定 市 町村 に つ い て は 総 務 大 臣が 、 そ の他 の市町 村 は 知 事 が 提 示

平 均 価 額 を 算定 す る 。 こ れ に つ い て は 、 ２ 月 に 開 催 を予 定す る 第２回 審 議 会

に 諮 問 し 、 市町 村 長 へ 通 知 す る 。 こ れ を 受 け て 、 市 町村 長は 最 終的に ３ 月 末

までに価 格を決 定し、そ の後、納税通知書を 発行する。  
 
   ②  指定 市町村の 基準地価格  
 

指 定 市町 村 の 基 準地 価 格 に つい ては 、 総 務 大臣 に よる 調 整 の 結果 、宅 地に

ついては 、岐阜市は１． ０５３倍（５．３％の上昇）となっ ている。  
 田の大 垣市 、畑の 垂井 町、山林の郡上市とも に１．０００倍と いうことで、

個別の変 動要因はなく据 置きとなっている。  
 
   ③  指定 市町村以 外の基準地価格の調整方針  
 

 宅 地の 基準 地価 格に つ い ては 、 平 成 ６ 年 度の 評 価替 え以 降、 地価公 示 価 格

等 の ７割 を目 途と して 価 格 が評 定 さ れ て お り、 県 、市 町村 及び 不動産 鑑 定 士

等関係者 による岐阜県土 地評価協議会を設置し、必要な調整 を行った。  
 田、畑 、山林 の基準地価格に ついては、評価水準の適正化を図る観 点から、

国と同様 の調整方針とし 、「田、畑、山林については、原則 として据置き。」

という考 え方で調整を図 った。  
 
   ④  指定 市町村以 外の基準地価格の調整結果  
 

 議 案は 、「 宅地 」、 「 一 般田 」 、 「 一 般 畑」 、 「一 般山 林」 の基準 地 価 格

と３年間 の変動割合を記 載している。  

 

地 目 ごと の 価 格 変動 割 合 の 最高 、最 低 に つ いて 、 宅地 は 、 最 高が 市で は高

山市、町 村では白川村で ある。  

 最低は 、市では飛騨市 、町村では白川町である。  
 田 、畑 及び 山林 につ い て は、 全 て の 団 体 で個 別 の変 動要 因が なく、 変 動 割

合は１． ０００倍となっ ている。  
 

 宅 地に おけ る価 格が 下 落 して い る 上 位 ５ 団体 の うち 、白 川町 は、人 口 減 少

による影 響、養老町 は景 気の減 退によ る商業地 の低迷、飛騨市は 、人 口減少、

少 子 高齢 化に よる 影響 、 東 白川 村 も 人 口 減 少、 少 子高 齢化 によ る影響 、 八 百

津町は人 口流出、少子高 齢化による影響を理由に下落してい るものである。  
     価 格 が 上昇し て いる 団 体 に つ い て 、 高 山市 は イ ンバ ウンド 等 に よ る 観 光 客



増 に 伴 う 土 地需 要 の 増 、 多 治 見 市 は 、 多 治 見 駅 周 辺 の開 発に よ り利便 性 が 高

ま っ た こ と 、岐 阜 市 は 、 岐 阜 駅 周 辺 の 再 開 発 に よ り 利便 性が 高 まった こ と 、

白 川 村 は 観 光客 増 に 伴 う 小 売 店 舗 の 増 や 大 型 宿 泊 施 設開 業に よ り繁華 性 が 増

し た こ と 、 大垣 市 は 、 Ｊ Ｒ 大 垣 駅 周 辺 で 大 型 マ ン シ ョン が完 成 したこ と 、 岐

南 町 は 、 人 口が 増 加 傾 向 に あ り 、 生 活 の 利 便 性 が あ がっ てい る こと、 土 岐 市

は 中 心 市 街 地に 近 い 国 道 沿 い の 商 業 地 内 に 存 し 希 少 性が あり 地 価が堅 調 に 推

移したこ と等を 理由に上 昇しているものであ る。  

 
     基準 地の平均 変動割合は、平 成３０年度との対比で、宅地 が０．９８５倍 、

田、畑、 山林が １．００ ０倍となっている。  
 
 （５） 質疑等  
    会   長：委員 の方々から意見等ありませんか。  

    髙井 委 員 ：白川 村 の宅 地 が １ ． ０ ４ ８ 倍 とな っ て いる が、こ れ は い つ か ら 適

用される のか。令和３年 度からということか。  

    曽我係 長：令和 ３年度から適用となる。  

    髙井 委 員 ：森林 公 社に お い て 白 川 村 に あ る白 山 白 川郷 ホワイ ト ロ ー ド を 運 営

管 理 し て い る が 、 コ ロ ナ の 関 係 で 極 端 に 利 用台 数 が 減 っ て い る 。

白 川 村 の 場 合 、 ４ 月 か ら １ ０ 月 ま で の 観 光 入込 客 数 が 前 年 に 比 べ

て ２ ５ ％ と い う 数 字 に な っ て い る 。 先 ほ ど の観 光 客 が 増 え た と い

う 説 明 が あ っ た が 、 そ れ を 来 年 度 に 当 て は めて い い も の か と い う

ところを 伺いたい。  

    村田 課 長 ：この 数 字は 令 和 ２ 年 １ 月 １ 日 まで の ３ 年間 の数字 で あ り 、 １ 月 １

日 か ら ７ 月 １ 日 ま で の 間 に つ い て は 市 町 村 の判 断 で 下 落 修 正 と い

う 措 置 を と っ て い い こ と に な っ て い る 。 議 案を 御 覧 い た だ く と 令

和 ２ 年 １ 月 １ 日 現 在 の ２ つ 右 の 欄 に 令 和 ３ 年度 見 込 み （ 令 和 ２ 年

７ 月 １ 日 現 在 ） と い う 数 字 が あ る 。 白 川 村 は令 和 ２ 年 １ 月 １ 日 か

ら７月１ 日までのコロナ の状況を踏まえて下げている。その結果、

１ ． ０ ２ ７ 倍 と い う 数 字 に な っ て お り 、 実 際に 固 定 資 産 税 を 課 税

す る に あ た っ て はこ の数 字 を も と に 今 後 算 出し て い く こ と に なる 。 

         した が って 、 ま っ た く コ ロ ナ の影 響 を 見込 んでい な い と い う わ け

で は な い 。 た だ 、 ３ 年 前 と 比 べ る と ず っ と 伸び て き て い る た め 、

コ ロ ナ の 影 響 を 考 慮 し て も 結 果 と し て ３ 年 前よ り 低 く は な ら な か

ったとい うことである。  

    
 （６） 審議  
        櫻井 会 長 が 、 諮 問 を 原 案ど おり 決定 す る こと につ い て 、 各 委員 とも 異議 の

ないこと を確認 した。  
 
９   答 申  

  櫻井会長が 事務局に答 申案を配布するよう指示した。  
そ の 後、 答 申 案 のと お り 決 定す るこ と に つ いて 各 委員 と も 異 議の ない こと

を確認し た。  
 
１０  閉 会  
     櫻井 会長が閉 会する旨を述べた。  
 
１１  市 町村課 長挨拶  
     委員 に対して 本日の審議及び答申決定についてお 礼を述べた。  
 
 
 


